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１．起動・終了 
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１．起動・終了 
１－１．プログラムの起動 
   「座標変換プログラム.exe」を実行すると、起動画面が立ち上がります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    起動中に変換パラメータファイルを読み込みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

変換パラメータファイルが正常に読み込まれた後、表示画面の「閉じる」ボ

タンを押下します。 
座標変換画面に移ります。 
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 注）起動画面の後に次の画面が出た場合 
 
 
 
 
 

変換パラメータファイルが、座標変換プログラムと同じフォルダに無い為に起

きるエラーです。「OK」ボタンを押下して、警告画面を閉じます。 
 

 
 
 
 

 
 

変換パラメータファイル読み込み画面の「閉じる」ボタンを押下して、プログラ

ムを終了します。変換パラメータファイル「世田谷.par」が座標変換プログラムと

同じフォルダに在ることを確認してから再度プログラムを起動してください。 
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１－２．プログラムの終了 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

座標変換画面の左上メニューより、「プログラム」にマウスを移動し左クリッ

クすることにより「プログラムの終了」が表示されますので、これをマウスの

左クリックをする事でプログラムが終了します。 
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2．設定 
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２．設定 
２－１．変換方法の変更 

「変換パラメータファイル」は、世田谷区全域をカバーしていますが場合に

よっては行政界近傍で変換出来ない箇所が出るかもしれません。 
    その場合は、変換方法を変更できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

座標変換画面の左上メニューより、「設定」にマウスを移動し右クリックする

ことにより「変換方法の変更」が表示されますので、これをマウスの右クリッ

クをする事で変更画面に移動します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 「任意パラメータ」とは、「世田谷.par」を指します。 
 「代表点」とは、「世田谷.par」の X,Y,H 各補正値の平均値を指します。 
 規定値は、『「任意パラメータ」で変換する。そのパラメータがない所は変換

しない。』になっています。 
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２－２．プリンタの設定 
変換結果を印刷する場合、事前に出力するプリンタを選択します（通常使って

いるプリンタ（Windows の規定値）に印刷する場合は、設定の必要はありません）。 
メニューバーより、「設定」→「プリンタ」を選択します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

印刷の各種設定を行い、「OK」ボタンを押下します。 
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３．単点変換 
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３．単点変換 
 単点変換は、任意の点について「平面直角座標」又は「経緯度」を入力することによ

り座標変換を行う方法です。単点変換による変換方法は、下記のとおりです。 
 

３－１．平面直角座標による入力 
   平面直角座標を入力することにより座標を変換する方法です。 
 

①「入力データ形式」の選択欄で、「平面直角座標」を選択します。その後、「値

のクリア」をクリックし、入力値及び変換結果値を空欄にします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 

 ① 
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②変換する座標の名称を入力し、「Enter」キーを押下します。入力文字の文字

数制限はありません。 
③Ｘ座標を半角文字で入力し、「Enter」キーを押下します。 
④Ｙ座標を半角文字で入力し、「Enter」キーを押下します。 
⑤標高値（Ｈ）を半角文字で入力し、「Enter」キーを押下します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※Ｘ・Ｙ・Ｈの単位はメートルとし、小数点は必ず入力してください。また、

符号と数字は密着させてください。ただし、”m”等の文字は入れないでくださ

い。Ｘ・Ｙ・Ｈの数字は半角で入力してください（入力例参照）。 
＜入力例＞ 入力値が「-3939.3856m」の場合 
［Ｘ・Ｙ・Ｈの正しい入力例］ 

-3939.3856 
［Ｘ・Ｙ・Ｈの間違った入力例］ 

-3939.3856m      ← ”m”が入っている 
-3939          ← 小数点以下が入力されていない 
-3939,3856              ← 小数点がカンマ”,”になっている 
- 3939.3856             ← 符号と数字の間に半角スペース等余計な文字 

が入っている 
－３９３９．３８５６    ← 符号と数字が全角となっている 

    ※③、④、⑤すべてを入力しないと変換できずエラーになってしまうので、 
必ず入力するようにしてください。 

② 

③ 
④ 

⑤ 
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⑥座標変換は、中央の矢印ボタン     を押下（または「Enter」キーを  

押下）し、座標変換結果を確認します。パラメータで変換できたかどうかは、

カランのメッセージボックス（最下段）に表示されます。座標変換結果を印刷

する場合は、「印刷」ボタンを押下します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［印刷表示例］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑥ 

⑥ 

⑥ 
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３－２．経緯度による入力 
経緯度を入力することにより座標を変換する方法です。 
 
①「入力データ形式」の選択欄で、「緯度 経度」を選択します。その後、「値の

クリア」をクリックし、入力値及び変換結果値を空欄にします。 
  
     
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  
①  
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②変換する座標の名称を入力し、「Enter」キーを押下します。 
③緯度を半角文字で入力し、「Enter」キーを押下します。 
④経度を半角文字で入力し、「Enter」キーを押下します。 
⑤標高値（Ｈ）を半角文字で入力し、「Enter」キーを押下します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※緯度・経度の形式は、度・分・秒を区切らずに記述し、分および秒の整数部

分は 2 桁とします。10 の位がゼロのときは空白とせず“0”としてください。

また、秒のみ小数点を入力してください。緯度・経度の数字は半角で入力して

ください（入力例参照）。 
＜入力例＞ 入力値が「37 度 8 分 56.1234 秒」の場合 
［緯度・経度の正しい例］ 

370856.1234    又は   +370856.1234 
［緯度，経度の間違った例］ 

370856        ← 秒の小数点以下が入力されていない 
37 08 56.1234     ← 度・分・秒の区切りが半角スペースとなっている 
37:08:56.1234     ← 度・分・秒の区切りがコロンとなっている 
37-08-56.1234     ← 度・分・秒の区切りがハイフンとなっている 
37.08561234      ← 度と分の間に小数点が入っている 
37 856.1234      ← 分が 1 桁になっている 
３７８５６．１２３４ ← 数字が全角となっている 

※③、④、⑤すべてを入力しないと変換できずエラーになってしまうので、 
必ず入力するようにしてください。 

② 
 

③ 
④ 

⑤ 



- 14 - 
 

⑥座標変換は、中央の矢印ボタン    を押下（または「Enter」キーを押  

下）し、座標変換結果を確認します。パラメータで変換できたかどうかは、カ

ランのメッセージボックス（最下段）に表示されます。座標変換結果を印刷す

る場合は、「印刷」ボタンを押下します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥  

⑥ 

⑥ 
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４．一括変換 
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４．一括変換 
一括変換は、変換する座標を定められた形式のテキストファイルとして作成し、その

ファイルを読み込んで、変換し結果を出力ファイル（テキストファイル）に書き出しま

す。一括変換による変換方法は、下記のとおりです。 
 
４－１．設定 

①メニューバーの「一括変換」を選択するか、「一括変換」のボタンを押下しま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ファイル一括変換の画面が表示されます。 

①  

① 
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②入力値の形式と出力値の形式を選択します。入力値及び変換出力値の規定値

は、「平面直角座標」です。 
③座標系を確認します。座標系は、パラメータの情報として固定されますので

任意に選択することは出来ません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

③ 
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４－２．データファイルの選択 
①入力ファイルを選択します。「入力ファイル」のボタンを押下します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
②ファイルの一覧より、該当する入力ファイルを選択します。規定値は、拡張

子が「.in」のファイルを一覧しますので、拡張子が違うファイル（テキストフ

ァイル「.txt」等）を使用する場合は、「ファイルの種類(T)」の右側の  を押

してすべてのファイルを一覧できるようにします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②  

①  
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③出力ファイルを選択します。「出力ファイル」のボタンを押下します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
④ファイルの一覧より、該当する入力ファイルを選択します。規定値は、入力

ファイルの名称に拡張子が「.out」のファイルを一覧しますので、出力ファイル

名を任意に変える場合は、「ファイル名(N)」に記入します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 

④ 
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⑤「ファイル内容の表示」をチェックすると、入力ファイルを表示し、編集す

ることが出来ます。また、出力ファイルについても確認することが出来ます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
［入力ファイルの表示例］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤  
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⑥「入力ファイルの形式説明」のボタンを押下すると、入力ファイルの記入説

明が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

⑥ 
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［入力ファイル形式についての説明］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

確認したら、「閉じる」ボタンを押下して画面を閉じます。 
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４－３．ファイルの一括変換処理開始 
①入力値の表示 
入力値の出力をチェックすると、出力ファイルに入力値も表示されます。 

 
②変換処理開始 
「ファイル一括変換処理開始」ボタンを押下すると、変換を開始します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
［出力ファイルの表示例］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①  
② 
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４－４．一括変換の終了 
変換中は「処理中止」ボタンが表示され、変換が終わると「閉じる」ボタンに

変わります。 
変換中に中断する場合は、「処理中止」ボタンを押下します。終了する場合は、

「閉じる」ボタンを押下します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  


